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はじがき

平成 13年度の水稲直播栽培面積は 10,059 haと 、漸く1万 haに達 しました。
全稲作面積に占める直播面積の比 (普及率)は 0.59%で、乾田直播が 4,525h
a、 湛水直播が 5,534 haで した。

水稲直播栽培面積は昭和 49年度 (55,280 ha、 普及率 2.07%)を ピークと
して年々減少し、平成 5年度には 7,185 ha(普及率 0.34%)ま で落ち込みま
した。平成 13年度の直播は、栽培面積で昭和 62年度、普及率で 58年度と、
約 16年前の状態まで復活 したことになります。まだ最盛期までには遠 く及びま
せんが、平成 13年度の前年比の伸びは 13%(湛 水直播は 23%)で あり、落
水出芽など直播栽培技術や播種機の普及の動きをみると、まだ相当に伸びるもの

と思われます。

水稲直播研究会では、東北地区 (福島県)と 関東・ 東山地区 (長野県)で現地

検討会を開催し、水稲直播の諸問題について検討を行いました。とくに福島県で

開催 した現地検討会では、播種作業の成否がその後の生育に大きく影響すること

から、播種作業も検討会の行事としました。その際の関係会員の皆様のご協力に

厚 くお礼申しあげます。

両県の関係者のご協力を得て、検討会の内容を本会誌に掲載しました。現地検

討会の開催と取りまとめにご尽力頂いた両県の皆様に、厚くお礼申しあげます。

平成 13年 11月
水稲直播研究会

会長 井上喬二郎
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B 平成13年度第 1回現地検討会 (東北地区 )
従来の現地検討会は、検討会の開催に先立ち、当該地区での水稲直播栽培圃場の調査を

行い、関係機関と相談の上、既に或る程度の生育に達した圃場を現地検討会の場に決定し

た。しかし、種子予措・コーティングを含め播種作業の適否が、その後の稲の生育に大き

く影響することから、この第 1回現地検討会では播種作業も現地検討会の行事とした。
1 翻催時期
播種作業 :平成 13年 4月 27日・ 5月 2日・ 5月 6日
室内検討会 :平成 13年 7月 12日

現地視察 :平成 13年 7月 13日
2開催場所
播種作業 :郡山市日和田西部地区JA支店倉庫及び直播団地
室内検討会 :福島県郡山市熱海町 ホテル華の湯会議室
現地視察 :福島県郡山市日和田西部地区直播団地及び福島県農業試験場

3日時と内害
○鰹饉壁富艶

作業区分 実施期日 実施場所 供試 (実演)機械

3-74:// 4月 27日 JA日 和田支店倉庫 自ヨ助コ‐ティンク
゛
マシン (ヤンマ_)

30kg用コ‐ティングマシン (啓文社 )

播種 (その 1) 5月  2日 郡山市日和田圃場 高精度条播機 :10条 (タホリ)
同 上  :8条 (ヤンマ_)

播種 (その 2) 5月  6日 同   上 高精度条播機 :8条
打込み点播機 :8条
同 上  :8条

イセキ

イセキ
ササキ

)

)

)

作業 (実演)の内容 参 集 者

ヤンマーによる機械の解説と直播研究会岡村委員
による作業指導、日和田組合員・普及員などの実習

福島県水田振興課・水稲直播
研究会など  約 30名

クボタ・ヤンマー両社による機械の説明
1枚 50aの 圃場での播種の実演

同 上

約 30名

イセキ・ササキ両社による機械の説明
1枚 50aの 回場での播種の実演

郡山市農業センター・水稲直播
研究会など

約 15名

○ 7月 12日  室内検討会 13.30～ 17.00

ヽ

_ヽ
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1)挨 拶
(1)水 稲直播研究会会長        井上喬二郎
(2)農 林水産省生産局農産振興課稲係長 石田大喜
(3)福 島県農林水産部次長       長谷川英雄
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2)直 播栽培の普及状況
(1)全国の状況      農林水産省  石田係長 (内容は冒頭Aに別記)
(2)東北地域における直播栽培の取り組み状況   東北農政局 西川農政調査官

1 東北の水稲直播栽培面積の動向
。 東北における栽培面積は、昭和41年の276haを ピークに田植機の普及に伴い減少し、昭
和54、 55年 には皆無.

・ 昭和58年以降20～ 50ha前後の横ばい傾向で推移し、平成 4年以降は山形県、福島県を

中心に増加傾向を示し、平成 10年には1,297ha、 平成12年に1,636haまで増加。

・平成 13年の管内における直播栽培面積 (見込み)は、前年比18.7%増加の1,942ha.う ち

山形県 629ha(前年比l13%)、 福島県810ha(同 111%)で管内の栽培面積の74%を 占め

る。宮城県230ha(前年比134%)、 秋田県214ha(同 142%)も 増加。栽培面積は少ない

が、青森県、岩手県も著しい増加傾向。

・ 播種様式別では、湛水直播が全体の95%(全国50%O H12年産).湛水直播の播種法別
では、散播が減少し、条播、点播が増加。

2 東北地域水稲直播等低コス ト技術推進会議における取組状況
東北地域における安定的な直播栽培技術の確立・普及を推進するため、各県関係機関、東北

農業試験場、東北農政局からなる「東北地域直播推進会議」を平成 8年 3月 に設置。平成 9年

度には、推進会議を有効かつ効率的に機能させるため、幹事会を設置。平成 12年 12月 直播以外

の低コス ト技術にも取り組むため、「東北地域水稲直播等低コス ト技術推進会議」に改組。

○ 平成 13年度の取組
ア 推進会議幹事会の開催 (平成13年 5月 25日 )
。 平成 13年度の取組計画等について検討.

イ 東北地域水稲直播等低コス ト技術推進会議の開催 (平成 13年 7月 4日 e稲作中間検討
会等と合同開催)

・ 本年の栽培面積及び生育状況等について情報交換 .
ウ 現地検討会の開催 (平成 13年 9月 上旬 於 :岩手県下 予定)
。 経営面からの評価の検討方向.
・ 普及推進 (組織化の促進等)方策の検討
工 情報提供 (東北農政局ホームページ掲載 hitp:〃ww.10hOku.ma‖ .g。 .jp/sesan/selop.him)
・ 東北地域における水稲直播栽培取組事例の紹介 (49事例)
・ 水稲直播栽培技術のポイント

オ 直播栽培チェックリス トのとりまとめ
。 調査農家の栽培技術やほ場の変化等について分析 (予定)。

-11-



資   料

水稲直播栽培面積の推移
東北農政局

図-1 東北における水稲直播面積の推移
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(3)福島県における直播栽培の取り組み状況   福島県水田農業振興課 高橋係長

福島県における水稲直播栽培の推進経過

年 度 内 容

平成 8年 1 推進要領の策定

福島県直播栽培推進要領 (平成 8年 2月 15日 制定 )
直播栽培が生産調整の一手法として認められたことを契機に、低コ

ス ト生産や経営規模拡大による新たな稲作生産構造の実現に向け、県

及び関係機関が一体 として取 り組む。

2 直播推進連絡会議の発足
福島県直播推進連絡会議の設置

″     の開催
平成 8年 2月 20日
平成 8年 4月 12日 、 12月 11日

3 新規事業の創出
新生産調整対策新技術導入促進事業
・直播栽培普及拠点ほ設置事業
・直播条件整備事業

(播種用機械の賃貸に対する補助 補助率 1/2)
・直播導入補助事業 (導入面積 10アリ当たり4千円助成)

4 直播推進条件の整備
(1)直播導入のため、調整・解決を要する事項等について、部内に設
置 した直播栽培推進プロジェク ト幹事会の中で課題の整理、推進方

策の検討を行 うとともに、関係団体に対する周知徹底を図った。

(2)12月 補正による播種機の整備
播種機導入台数 18台  (補助率 1/2)

5 啓発活動
水稲直播栽培指導指針の作成 (3,000部 )

推進パンフレットの作成 (15,000部 )

直播推進セ ミナーの開催 平成 8年 3月 18日
技術研修会の開催    平成 9年 1月 26日 、平成 9年 4月 16日

6 直播栽培導入農家及び大規模農家を対象としたアンケー トの実施

平成 9年 1 推進方針の策定
平成 9年度水稲直播栽培推進方針 (平成 8年 12月 10日 )

ヽ
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2 福島県直播推進連絡会議の開催 平成 9年 4月 16日
平成 10年 1月 19日

3 事業の実施
水稲直播栽培導入促進事業

・直播栽培普及拠点ほ設置事業

・直播導入促進事業

・直播導入助成事業

・地区推進体制整備事業

(新規 地域における推進体制の整備 と支援活動への補助
補助率 1/2)

4 啓発活動
啓発バンフレッ トの配布 (30,000部 ).

水稲直播栽培指導指針の作成 (改訂版 300部 )
水稲直播栽培事例集の作成 (400部 )

水稲直播栽培 ビデオ (普及編・技術編)の配布 (200組 )
直播推進大会の開催 平成 10年 2月 19日 参加者 300名
中間検討会の開催  平成 9年 7月 31日 ～ 8月 1日

平成 10年 1 推進方針の策定
平成 10年度水稲直播栽培推進方針 (平成 9年 127月 22日 )

2 福島県直播推進連絡会議の開催 平成 10年 4月 16日
平成 11年 2月 8日

3 事業の実施
水稲直播栽培導入促進事業
・直播栽培普及拠点ほ設置事業
・直播導入促進事業
・直播導入助成事業
・地区推進体制整備事業

4 啓発活動
推進パンフレッ トの作成 (新稲作時代 直播栽培 30,000部 )
福島県稲作指導指針の作成 (水稲直播栽培 3年の歩み 300部 )
直播推進大会の開催 平成 11年 2月 16日  参加者 400名
中間検討会の開催  平成 10年 7月 31日

5 次年度推進体制の整備
福島県水稲直播栽培推進基本方針

福島県水稲直播推進連絡会議設置要領

福島県水稲直播栽培推進要領

(平成 11年 2月 25日 )

(    ′′    )
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